
老人福祉センターは、5月以降も
通常通り開館する予定です。
詳しくは4･5面をご覧ください。

第3次越谷市地域福祉活動計画を
策定しました。

詳しくは4面をご覧ください。

越谷市では、判断能力が十分でない高齢者や障がいのある方に対して、
同じ地域に住み、同じ目線できめ細やかな支援を行う『市民後見人』を
養成しています。
市民後見人になるには、成年後見制度のしくみや後見人としての心構え
など、幅広い知識を学ぶ養成研修を受講していただくことが必要です。
詳細は社協だより７月号または、当協議会ホームページ等で
お知らせします。

成年後見制度講演会の
お知らせ

令和3年度
越 谷 市
委託事業

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、以下の事項に
ご留意してご参加ください。
・マスクを着用してお越しください。
・体調不良や発熱などの症状がある場合は、参加をお控えください。
・消毒液の設置、換気等、感染拡大防止策を講じて開催します。

▲ 申し込みは
　 こちら

・動画は限定公開です。動画の視聴を
　ご希望の方は、申し込みが必要です。
・動画の公開は8月9日(月)からです。
・動画視聴にかかる通信料は
　視聴される方のご負担となります。

まち　なが　　  とし　　お 　　　　

町永 俊雄さん 

お知らせコーナー、職員募集お知らせコーナー、職員募集お知らせコーナー、職員募集

ボランティア情報ピュアボランティア情報ピュアボランティア情報ピュア

事業計画、予算事業計画、予算事業計画、予算

障害者福祉センターこばと館障害者福祉センターこばと館障害者福祉センターこばと館

地域福祉活動計画、老人福祉センター、「ふらっと」がもう・おおぶくろ、市民プール地域福祉活動計画、老人福祉センター、「ふらっと」がもう・おおぶくろ、市民プール地域福祉活動計画、老人福祉センター、「ふらっと」がもう・おおぶくろ、市民プール

子育てサロン、福祉推進員子育てサロン、福祉推進員子育てサロン、福祉推進員

7月2日(金) 
午後2時～3時30分
越谷市中央市民会館 1階 劇場
越谷市内在住・在勤・在学の方
｢地域の縁を結ぶ市民後見人」
100人(先着順)

vol.235 55 33
2021. May2021. May

　今年度は
集合型とオンラインの

２本立てで実施します。
講師に、元ＮＨＫキャスターで
福祉ジャーナリストの 町永俊雄

さんをお招きし、昨今の
社会情勢を背景にした

市民後見人の役割について
ご講演いただきます。

地域の  縁  を結ぶ市民後見人市民後見人

成年後見センター
こしがや

動画配信
(限定公開)

8月9日(月)～9月10日(金)
越谷市内在住・在勤・在学の方
二次元コードまたは、当協議会
ホームページから申し込み
(後日メールで視聴方法などを
ご連絡いたします。)

注
意
事
項

集 

合 

型

オ
ン
ラ
イ
ン

注
意
事
項

問
合
せ☎（966）2281

 力を

お待ちして
います！

あな
たの

 力を

お待ちして
います！

あな
たの

第　4　期

市民後見人
養成研修 　　　　

第　4　期

市民後見人
養成研修 　　　　のお知らせのお知らせ

第　4　期

市民後見人
養成研修 　　　　

第　4　期

市民後見人
養成研修 　　　　のお知らせのお知らせ

市民後見人の活動や成年後見
制度に関するお問い合わせは
成年後見センターこしがやへ

ご連絡ください。

市民後見人の活動や成年後見
制度に関するお問い合わせは
成年後見センターこしがやへ

ご連絡ください。

※緊急事態宣言発令等により、中止となる場合があります。
　その場合は、当協議会ホームページでお知らせします。

元ＮＨＫ福祉
ネットワークキャスター 福祉ジャーナリスト
1971年NHK入局。「おはようジャーナル」「ETV特集」「NHKスペシャル」などのキャスターとして、
経済、暮らし、教育、福祉などの情報番組を担当。2004年から「福祉ネットワーク」キャスターとし
て、障がい、医療、うつ、認知症、介護、家庭、社会保障など 現代の福祉をテーマとして、取りあげて
きた。現在は福祉ジャーナリスト、フリーキャスターとして、認知症や高齢社会、共生型地域福祉の
あり方をめぐり、番組や執筆の他、全国各地でシンポジウムや講演活動をしている。



社会福祉事業・公益事業・収益事業予算
【収入】総括表

勘定科目（大科目） 社会福祉事業
予算額

公益事業
予算額

収益事業
予算額

会費収入 15,700

寄附金収入 2,657

経常経費補助金収入 125,386

受託金収入 580,687 109,736

貸付事業等収入 6,020

事業収入 5,032 8,397 8,560

介護保険事業収入 94,451

障害福祉サービス等事業収入 89,610

受取利息配当金収入 32,669 2

その他の収入 1,159 20

その他の活動による収入 121,068

前期末支払資金残高 72,880 △ 10,840

合　計 1,147,319 107,313 8,562

3 会 計 の 合 計 1,263,194

社会福祉事業・公益事業・収益事業予算
【支出】総括表

事業区分 サービス区分 予算額

社会
福祉
事業

　1   法人運営事業 179,747

　2   会員会費 20,487

　3   地域福祉推進事業 57,575

　4   ボランティア活動推進事業　 4,294

　5   共同募金配分事業　 26,358

　6   生活支援推進事業　 △ 448

　7   生活困窮者等支援事業　 15,184

　8   介護予防支援事業 4,319

　9   愛の詩基金積立事業 54,487
  10   愛の詩基金果実事業 21,265
  11   老人福祉センター事業 285,500
  12   障害者福祉センター事業 45,440
  13   障害者就労訓練施設事業 197,354
  14   介護支援事業 50,254
  15   訪問介護事業 1,125
  16   通所介護事業 7,921
  17   障害福祉サービス事業 176,457

小　　　計 1,147,319

公益
事業

  18   ファミリー・サポート・センター事業 11,261
  19   成年後見センター事業 22,416
  20   地域包括支援センター事業 25,936
  21   市民プール管理運営事業 47,700

小　　　計 107,313
収益
事業

  22   自動販売機事業 8,562

小　　　計 8,562

合　　　計 1,263,194

〈
基
本
方
針
〉

現
在
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
や
核

家
族
化
が
進
む
中
、
家
族
機
能
や
地
域

の
つ
な
が
り
の
弱
体
化
と
い
っ
た
社
会

構
造
の
変
化
、
さ
ら
に
は
生
活
困
窮
や

社
会
的
孤
立
な
ど
、
生
活
上
の
問
題
が

重
な
り
多
方
面
か
ら
の
包
括
的
な
支
援

を
必
要
と
す
る
人
が
増
加
す
る
な
ど
の

課
題
が
表
面
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
私
た
ち
の
日
常
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。

国
で
は
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

に
向
け
た
取
組
み
な
ど
、
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和

2
年
の
改
正
社
会
福
祉
法
で
は
、
相
談

支
援
・
参
加
支
援
・
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
を
一
体
的
に
行
う
「
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
」
が
位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
が
令
和
2
年
に
発
出
し
た

市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）

経
営
指
針
（
第
2
次
改
訂
版
）
に
お
い

て
、
今
後
の
社
協
の
経
営
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
掲
げ
た
「
あ
ら
ゆ
る
地
域
課
題
へ

の
対
応
」
と
「
地
域
の
つ
な
が
り
の
再

構
築
」
に
重
な
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
協
議
会
で
は
こ
の
よ
う
な
情
勢

に
対
応
す
る
た
め
、
市
が
策
定
す
る
第

3
次
越
谷
市
地
域
福
祉
計
画
に
呼
応
し

て
、
令
和
3
年
度
か
ら
5
か
年
を
期
間

と
す
る
第
3
次
越
谷
市
地
域
福
祉
活

動
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
計
画

策
定
に
お
い
て
は
市
と
地
域
福
祉
の
課

題
認
識
や
計
画
の
基
本
目
標
を
共
有
し

て
、
市
と
社
協
が
策
定
す
る
双
方
の
計

画
が
車
の
両
輪
の
ご
と
く
機
能
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域

の
主
体
的
な
活
動
や
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

主
体
間
の
連
携
・
協
働
が
進
み
、
様
々

な
人
た
ち
が
地
域
で
役
割
を
も
ち
活
躍

で
き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
は
こ
の
計
画
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
み
ん
な
が
参
画
し 

と
も
に
築

く 

福
祉
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」
の
実
現

の
た
め
、
市
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団

体
等
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深

め
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
な
機

関
で
あ
る
本
協
議
会
の
有
す
る
機
能

と
役
割
を
発
揮
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
想
定
し
た
新
し
い
生
活

様
式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
各
種
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〈
重
点
施
策
〉

1　

相
談
支
援
体
制
の
充
実

住
民
の
生
活
・
福
祉
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
つ
い
て
、
身
近
な
地

域
で
の
相
談
や
支
援
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
、
地
域
担
当
職
員
の
配
置

や
住
民
に
身
近
な
場
所
で
の
出
張
相

談
の
実
施
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
方
の
権
利
擁
護
や
支
援
の
た
め
の

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、

身
寄
り
が
な
く
将
来
に
不
安
を
抱
え

る
方
へ
の
支
援
、
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
方
の
生
活
支
援
な
ど
、
市
を
は

じ
め
関
係
機
関
や
団
体
、
施
設
な
ど

と
連
携
を
図
り
、
包
括
的
な
相
談
支

援
体
制
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

2　

地
域
に
お
け
る
福
祉
の
基
盤
づ

く
り
の
支
援

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
住

民
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
福
祉
推

進
員
の
増
強
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活

動
の
拡
充
を
図
る
ほ
か
、
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
に
お
け
る
市
全
域
レ

ベ
ル
の
地
域
支
え
合
い
推
進
員
（
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
を
配

置
し
て
、
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課

題
を
把
握
し
て
、
解
決
を
試
み
る
体

制
づ
く
り
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

3　

身
近
な
地
域
で
の
支
え
合
い
活

動
の
促
進

住
民
の
相
互
援
助
活
動
で
あ
る
、

在
宅
家
事
支
援
事
業「
ほ
ほ
え
み
サ
ー

ビ
ス
」
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
の
拡
充
に
努
め
る
ほ

か
、
市
内
13
地
区
を
4
ブ
ロ
ッ
ク
に

区
分
し
て
職
員
を
配
置
し
、
住
民
福

祉
活
動
の
支
援
体
制
を
強
化
し
て
、

身
近
な
地
域
で
の
住
民
の
主
体
的
な

支
え
合
い
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

4　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

全
世
代
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た

情
報
発
信
や
身
近
な
場
所
で
の
相
談

や
学
び
の
機
会
の
提
供
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
円
滑

に
設
置
運
営
す
る
た
め
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
者
の
増
員
や
研
修
の

充
実
に
努
め
、
災
害
時
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

5　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
と

健
全
経
営

介
護
保
険
事
業
と
障
が
い
者
支
援

事
業
を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
様
々
な
援
助
を
必
要
と
す
る

人
の
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
や
心
身

機
能
の
維
持
、
介
護
者
の
負
担
軽
減

等
を
通
じ
て
利
用
者
本
位
の
自
立
を

支
援
し
、
生
活
の
質
の
向
上
に
資
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
性
、
民
間
性

を
併
せ
持
つ
社
会
福
祉
協
議
会
と
し

て
事
業
を
実
施
す
る
意
義
を
積
極
的

に
周
知
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

生
活
継
続
が
支
援
で
き
る
よ
う
、
制

度
の
枠
に
止
ま
ら
な
い
包
括
的
な
支

援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の

確
保
・
育
成
に
取
り
組
み
、
引
き
続

き
安
定
的
、
継
続
的
な
事
業
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

6　

地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
の

運
営
基
盤
の
強
化

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
伴

い
、
多
方
面
か
ら
の
包
括
的
な
支
援

を
必
要
と
す
る
よ
う
な
対
応
が
困
難

な
方
が
増
加
す
る
中
、
職
員
の
国
家

資
格
の
取
得
は
も
と
よ
り
内
部
研
修

の
機
会
の
増
加
や
困
難
事
例
を
持
ち

寄
り
部
署
間
横
断
の
事
例
検
討
を
行

う
な
ど
、
職
員
の
さ
ら
な
る
資
質
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
活
動
財

源
の
安
定
的
な
確
保
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
い
、

本
協
議
会
の
理
解
者
を
拡
大
し
会
員

会
費
や
各
種
募
金
等
の
協
力
者
を
増

強
し
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

〈
基
本
計
画
〉

Ⅰ　

社
会
福
祉
事
業

1　

法
人
経
営

⑴ 

法
人
経
営

① 

理
事
会

② 

評
議
員
会

③ 

監
事
会

⑵ 

指
定
管
理

2　

地
域
福
祉
推
進
事
業

⑴ 

地
域
福
祉
活
動
計
画

⑵ 

協
議
会
会
員
の
募
集

⑶ 

地
域
福
祉
事
業

① 

社
協
支
部
と
の
連
携

② 

社
協
支
部
へ
の
支
援

③ 

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
推
進
事
業

④ 

福
祉
推
進
員

⑤ 

地
域
福
祉
出
前
講
座

⑥ 

地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑦ 

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用

⑧ 

敬
老
会

⑷ 

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

⑸ 

子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

⑹
「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う
・「
ふ
ら
っ
と
」

お
お
ぶ
く
ろ
の
運
営

① 

助
け
合
い
の
仕
組
み
作
り
事
業

② 

地
域
支
え
合
い
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑺ 

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
事
業

⑻ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

① 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

③ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

④ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度

⑼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
事
業

① 

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

② 

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

③ 

福
祉
教
育
活
動
研
修

④ 

福
祉
体
験
学
習
支
援

⑤ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

⑥ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
門
講
座

⑦ 

施
設
連
絡
調
整
会
議

3　

共
同
募
金
配
分
事
業

⑴ 

社
協
支
部
活
動
支
援
事
業

⑵ 

相
談
支
援
事
業

⑶ 

高
齢
者
福
祉
活
動
事
業

① 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
会
食
サ
ー
ビ
ス

② 

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

⑷ 

障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業

① 

障
害
者
の
日
記
念
事
業
「
ふ
れ
あ

い
の
日
」

② 

福
祉
車
両
貸
出
し

③ 

車
椅
子
貸
出
し

⑸ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

① 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
盤
整
備

② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

こ
し
が
や

⑹ 

低
所
得
者
福
祉
対
策
事
業

① 

緊
急
援
護

⑺ 

情
報
提
供
・
啓
発
事
業

① 

こ
し
が
や
社
協
だ
よ
り

② 

越
谷
市
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑻ 

地
域
福
祉
活
動
協
力
団
体
支
援
事
業

⑼ 

歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
事
業

① 

援
護
金
の
配
分

② 

図
書
カ
ー
ド
配
付
事
業

③ 

広
報
等
経
費

4　

生
活
支
援
推
進
事
業

⑴ 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

⑵ 

福
祉
資
金
貸
付
事
業

⑶ 

石
川
奨
学
福
祉
基
金
奨
学
資
金
給
与

事
業

⑷ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

5　

愛
の
詩
基
金
事
業

⑴ 

積
立
事
業

⑵ 

果
実
事
業

① 

紙
お
む
つ
等
配
付
事
業

② 

社
会
福
祉
活
動
団
体
等
支
援
事
業

③ 

子
育
て
支
援
事
業

④ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
利
用
料
助
成
事
業

⑤ 

災
害
支
援
事
業

⑥ 

火
災
見
舞
金
給
付

⑦ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
利

用
料
助
成
事
業

⑧ 

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
助
成
事
業

6　

在
宅
福
祉
推
進
事
業

⑴ 

障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

⑵ 

在
宅
支
援
家
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
「
ほ

ほ
え
み
サ
ー
ビ
ス
」

⑶ 

在
宅
認
知
症
高
齢
者
等
支
援
事
業

7　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業

⑴ 

管
理
運
営

① 

け
や
き
荘

② 

く
す
の
き
荘

③ 

ゆ
り
の
き
荘

④ 

ひ
の
き
荘

⑵ 

運
営
事
業

① 

各
種
相
談
の
実
施

② 

健
康
増
進
に
関
す
る
指
導

③ 

生
業
及
び
就
労
に
関
す
る
指
導

④ 

機
能
回
復
訓
練
の
実
施

⑤ 

教
養
講
座
の
実
施

⑥ 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
実
施

⑦ 

老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
援
助
等

8　

障
が
い
者
支
援
事
業

⑴ 

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ば
と
館

① 

生
活
支
援
事
業

② 

障
が
い
者
団
体
へ
の
支
援

③ 

障
が
い
者
関
係
支
援
者
の
育
成

④ 

障
が
い
者
福
祉
の
啓
発

⑵ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

① 

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
派

遣
② 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

運
営
委
員
会

③ 

登
録
手
話
通
訳
者
認
定
試
験
審
査

会
④ 

登
録
要
約
筆
記
者
認
定
試
験
審
査

会
⑤ 

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
向
け

の
研
修
会
・
業
務
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
⑥ 

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
頸

肩
腕
検
診
の
受
診

⑦ 

聴
覚
障
が
い
者
対
象
教
養
講
座

⑧ 

登
録
手
話
通
訳
者
認
定
試
験
対
策

講
座

⑨ 

登
録
要
約
筆
記
者
認
定
試
験
対
策

講
座

⑩ 

関
係
団
体
等
へ
の
協
力

⑶ 

障
害
者
就
労
訓
練
施
設
し
ら
こ
ば
と

① 

就
労
移
行
支
援
事
業

② 

就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ
型

③ 

就
労
定
着
支
援
事
業

④ 

生
活
支
援
事
業

⑤ 

地
域
交
流
事
業

⑥ 

就
労
訓
練
事
業

9　

介
護
事
業

⑴ 

介
護
保
険
事
業

① 

介
護
支
援

② 

介
護
予
防
支
援

③ 

訪
問
介
護

④ 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
お
け
る
訪
問
介
護
相
当

サ
ー
ビ
ス

⑤ 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
お
け
る
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
Ａ

⑥ 

通
所
介
護

⑦ 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
お
け
る
通
所
介
護
相
当

サ
ー
ビ
ス

⑵ 

障
が
い
者
の
支
援
事
業

① 

居
宅
介
護
・
重
度
訪
問
介
護
・
同

行
援
護

⑶ 

地
域
生
活
支
援
事
業

① 

移
動
支
援

⑷ 

在
宅
自
立
支
援
訪
問
介
護
事
業

① 

在
宅
自
立
支
援
訪
問
介
護

⑸ 

地
域
貢
献
活
動
事
業

Ⅱ　

公
益
事
業

1　

公
益
事
業

⑴ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業

⑵ 

市
民
プ
ー
ル
事
業

⑶ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

① 

包
括
的
支
援
事
業

② 

地
域
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

関
す
る
業
務

③ 

啓
発
事
業

④ 

地
域
ケ
ア
会
議
の
実
施

⑤ 

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業

⑥ 

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
第
1
号
介
護
予
防
支
援
事
業
）

⑦ 

認
知
症
初
期
集
中
支
援
推
進
事
業

⑷ 

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
事
業

① 

成
年
後
見
制
度
利
用
援
助
事
業

② 

市
民
後
見
人
養
成
事
業

③ 

法
人
後
見
事
業

④ 

み
ま
も
り
・
あ
ん
し
ん
事
業

Ⅲ
収
益
事
業

1　

収
益
事
業

⑴ 

自
動
販
売
機
設
置
事
業

令
和
3
年
度  

事
業
計
画・

予
算

単位：千円

単位：千円

p2（令和3年）2021.5

越谷市社会福祉協議会は、「みんなが参画し ともに築く 福祉のまちをめざして」をスローガンとし、本年度もより一層、事業を推進してまいります。

vol.235

＊予算額には当期末支払資金残高が含まれますので、マイナスとなるサービス区分があります。



こ
ば
と
館
講
習
会

こ
ば
と
館
講
習
会
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
楽
し
く
、
気
軽
に
参
加
で

き
る
内
容
で
す
。
詳
し
く
は
、
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
表
の
と
お
り

費
材
料
費
の
み

申
表
の
と
お
り
（
電
話
可
）

「
ふ
れ
あ
い
の
日
」

障
害
者
の
日
記
念
事
業
第
41
回

「
ふ
れ
あ
い
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
し
ま
す
。

第
41
回
「
ふ
れ
あ
い
の
日
」
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
ポ
ス
タ
ー
応

募
作
品
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お

り
展
示
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

場
越
谷
市
中
央
市
民
会
館　

2
Ｆ

ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
６
月
30
日（
水
）〜
７
月
４
日（
日
）

時
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
最
終
日

は
、
午
後
３
時
ま
で
）

申
5
月
28
日
（
金
）（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
・
志
望
動
機（
50
字
以
内
）

を
簡
潔
に
記
入
し
、
こ
ば
と
館
へ

皆
様
か
ら
の
ご
応
募
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業
年
間
報
告

令
和
2
年
度
の
手
話
通
訳
者
及
び

要
約
筆
記
者
の
派
遣
実
績
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、中
止
に
な
っ

要
約
筆
記
者
を

ご
存
知
で
す
か
？

要
約
筆
記
者
と
は
、
手
話
を
使
用

し
な
い
聴
覚
障
が
い
者
の
方
に
、
話

し
手
の
言
葉
を
要
約
し
て
書
い
て
伝

え
て
い
く
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
要
約
筆
記
者
を
養
成
す
る
講

習
会
が
6
月
か
ら
開
講
し
ま
す
。 

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
の
募
集

日
6
月
11
日
〜
令
和
4
年
1
月
21
日

（
毎
週
金
曜
日
、
全
30
回
）

時
午
前
10
時
〜
正
午

場
こ
ば
と
館
（
中
央
市
民
会
館
内
）

対
原
則
、
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
者
で
、
越
谷
市
の
登
録
要
約

筆
記
者
を
目
指
す
方

＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
書
類
選
考

あ
り

定
15
人

就
労
訓
練
事
業

対
就
労
意
欲
が
あ
る
18
歳
以
上
の
障

が
い
の
あ
る
方

費
無
料

申
要
予
約
（
左
表
の
と
お
り
）

た
イ
ベ
ン
ト
、
講
演
会
等
が
多
か
っ

た
た
め
、「
文
化
・
教
養
関
係
」
へ
の

派
遣
が
減
少
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
外

の
内
容
は
、
例
年
並
み
の
派
遣
実
績

で
し
た
。

手
話
・
要
筆
者
内
容
別
派
遣
人
数

単
位
（
人
）

担
当
職
員
、登
録
手
話
通
訳
者
・

登
録
要
約
筆
記
者
の
体
制

職
員
2
人
、
登
録
手
話
通
訳
者
14

人
、
登
録
要
約
筆
記
者
13
人
で
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
事
業
内
容
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
動

画
（
手
話
で
事
業
内
容
を
説
明
し
て

い
ま
す
。）
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

5月・6月の休館日

5月

3㈷･4㈷･5㈷･
10㈪･17㈪･24㈪･
31㈪ 

6月

7 ㈪･14 ㈪･21 ㈪･
26 ㈯･28 ㈪ 

＊
6
月
26
日（
土
）は
館
内
設
備
点
検
の

た
め
、臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

＊
6
月
26
日（
土
）は
館
内
設
備
点
検
の

た
め
、臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

こばと館講習会  5月・6月開講こばと館講習会  5月・6月開講

就労訓練施設しらこばと　【講座・教室】就労訓練施設しらこばと　【講座・教室】

No. 講習名 開催日 時 間 対象者 定員 内 容 申込締
切日

1 コミュニティ広場
こばと

5/  2㈰ 10:00～
15:00

市内在住18歳以上で障がいのある方、そ
の家族、ボランティア - 障がいのある方と家族、ボランティアとの交流 申込

不要2 6/  6㈰
3
夜間エンジョイ広場

5/14㈮ 18:00～
19:30

市内在住18歳以上で障がいのある方
（原則として、就労または作業所などへ通所し
ている方）

- 働く障がい者を対象とした夜間開催のサロン 開
催
日
の
2
日
前

4 6/11㈮
5
スポーツ講習会

5/20㈭ 13:30～
15:00 市内在住18歳以上で障がいのある方

8 スポーツウエルネス吹矢
6 6/17㈭ 12 卓球バレー

7 視覚障がい者エンジョイ
教室 6/24㈭ 13:30～

15:00 市内在住18歳以上で視覚障がいのある方 10 レクリエーション

内 容 手話 要筆
医療・保健関係 600 102
権利・司法関係 34 2
労働関係 27 5
教育・保育関係 21 -
手続き関係 21 3
冠婚葬祭 5 -
財産保持関係 9 -
社会生活関係 109 7
文化・教育関係 23 9
福祉関係 115 150

合　計 964 278

愛の詩基金へ多額の
ご寄付をいただきました

　3月12日に越谷遊技業組合から、当協議会の愛の
詩基金に対し、30万円の寄付を頂きました。
　越谷遊技業組合は、社会貢献活動の一環として、
平成3年から愛の詩基金への寄付を続けられ、今回
のご寄付で累計金額は2,330万円となりました。
　当協議会では、この寄付金を地域福祉の推進のた
め、活用して参ります。ありがとうございます。

中止のお知らせ

No. 講習名 開催日 時 間 定員 内 容 申込方法

1
パソコン
講座
★個別対応

令
和
４
年
3
月
31
日︵
木
︶

ま
で
の
休
館
日
を
除
き
、

毎
日
実
施

①午前9時45分～ 10時45分
②午前11時～正午
③午後1時15分～ 2時15分
④午後3時～ 4時

同日時に
1人

次のような内容で自己学習できます。
（部分的には支援者が教えます）
○ワード　　　　　○エクセル
○タイピング　　　○パソコンでの事務作業　　など

直
接
し
ら
こ
ば
と
へ
申
し
込
み

︵
電
話
可
︶

＊
希
望
日
時
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

2
はたらく
準備講座
★個別対応

①午前の部 午前10時～ 11時
②午後の部  午後3時～4時

同日時に
1人

次のような内容から学びたいものを選ぶことが
できます。
○履歴書の書き方　○面接の受け方

令和3年2月・3月分

累計1,746,183,970円
現在、20億円を目標に、積み立てを進めています

（令和3年3月31日現在）順不同・敬称略

匿名-----------------------------    ポータブルトイレ 

匿名------------------------------    紙パンツ・パット 

越谷中央
ライオンズクラブ--------    ジェルタイプ消毒液

植竹安維（2月分） -------------------------------   10,000円 
株式会社ベルク 越谷西方店 -----------------   64,715円 
株式会社ベルク 東越谷店 --------------------   22,286円 
株式会社ベルク 越谷花田店 -----------------   38,905円 
蒲生寿町第1自治会役員有志一同 ----------   98,000円 
越谷遊技業組合--------------------------------- 300,000円 
肉のタニグチお客様一同 --------------------     3,876円 
サービス事業所「しらこばと」募金箱 -----     6,437円 
越谷市放課後子ども教室 --------------------     1,022円 
市役所地下売店募金箱------------------------          79円

植竹安維（3月分） -------------------------------   10,000円 

 合　計 555,320円 

物
品
寄
付

贈呈式の様子
（左：当協議会　杉本会長、右：越谷遊技業組合　柳組合長）

　令和3年6月6日（日）に開催予定の障害者の日記念事業第
41回「ふれあいの日」は、新型コロナウイルス感染症感染拡
大防止のため中止とさせていただきます。

　なお、ボランティア募集に
つきましても、中止とさせて
いただきます。

障害者の日記念事業　第41回ふれあいの日

p3 （令和3年）2021.5vol.235

新型コロナウイルス感染症の影響により、社協だより掲載のイベント等については、中止、延期、変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。



ひのき荘
～いきがいと交流～

☎（973）7903 　（973）7904
〒343-0852  川柳町 2-507-1開館時間

午前9時30分～午後4時

5月・6月の
休館日 5月 5㈷・11㈫・18㈫・25㈫ 6月 1㈫・8㈫・15㈫・22㈫・29㈫

くすのき荘
～趣味と学習～

☎（979）6600 　（979）6680
〒343-0005  大杉 655開館時間

午前9時30分～午後4時

5月・6月の
休館日 5月 6月 6㈰・12㈯・20㈰・26㈯

2㈰・3㈷・ 4㈷・5㈷・ 8㈯・
16㈰・22㈯・30㈰

けやき荘
～娯楽と教養～

☎（965）5822 　（965）5892
〒343-0852  新川町 2-55開館時間

午前9時30分～午後4時

5月・6月の
休館日 5月

1㈯・3㈷・ 4㈷・5㈷・ 9㈰・
15㈯・23㈰・29㈯ 6月 5㈯・13㈰・19㈯・27㈰

ゆりのき荘
～ふれあいと健康づくり～

☎（992）6601 　（967）0012
〒343-0011  増林 3-2-2開館時間

午前9時30分～午後4時

5月・6月の
休館日 5月 6月 7㈪・14㈪・21㈪・28㈪

4㈷・10㈪・ 17㈪・24㈪・
31㈪

5月・6月の
休館日 5月

温水プール
利用休止日 5月11日㈫～16日㈰　施設点検及び清掃のため

6月 7㈪・14㈪・21㈪・28㈪

越谷市民プール利用券販売機リニューアルのお知らせ
　1月19日に利用券販売機が越谷市民プール専用ICカード型にリニューアルしま
した。それに伴い、今までのプリペイドカードは使用不可となります。旧プリペイド
カードの残金は新しいICカードに移行可能です。またICカード発行のため、住所・氏
名・生年月日の確認が必要となりますので、免許証や保険証などの本人確認書類を
ご持参ください。なお、5市1町に在勤在学の方は勤務先・学校の所在地が確認でき
るものをお持ちください。越谷市民プール専用カード発行依頼書に必要事項を記入
し、総合受付に提出していただきますと、越谷市民プール専用ICカードを発行いた
します。なお、新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、施設への入場制限をしてお
りますので、新しいカードへの切り替えは施設を利用の際に行っていただきますよ
うお願いいたします。ご不明な点等は市民プールまでお問い合わせください。

＊トレーニングルームは
　休館日を除きご利用になれます。

4㈷・10㈪・ 17㈪・24㈪・
31㈪

　「腰が痛い」「肩があがりにくい」「膝が痛い」「最近足腰が弱くなってきた」
…などと感じていませんか？日常生活動作のアドバイスや自宅で簡単に出来
る体操の指導など、理学療法士等が相談に応じます。ぜひ、ご利用ください。

くすのき荘 5月21日（金）  9：30～
11:00 会議室

  9：30～
11:00

5月13日（木）
6月10日（木）ゆりのき荘

8

8 機能回復
訓練室

  9：30～
11:006月11日（金）ひのき荘 8 会議室

施 設 名 実施日 時   間 定員 場   所

　無料
　当日申し込み順（先着８名）

　表のとおり
　市内６０歳以上の方

　機能回復訓練室では、電位治療器
とマッサージ機を設置していますの
で、日頃の疲れを癒すのにご利用い
ただけます。特に、電位治療器は、
頭痛・肩こり・不眠症・慢性便秘に
使用効果があるとうたわれています。
ぜひご利用ください。新型コロナウ
イルス感染症対策のため、席を減ら
して設置しており、席に限りがありま
すので、予めご了承ください。

けやき荘は娯楽と教養がデーマの施設です。
自然が多く、春は桜・夏は蝉時雨・秋は紅葉・
冬は木枯らし等四季を身近で感じられるの
が特徴です。また、平屋造りの心地よさが
あり、ゆったりとした空間が魅力的です。

けやき荘ではこんなことを行っています。

　くすのき荘に所属するクラブは、体操、ダンスなどの体を動かすものや、
作品づくり、音楽分野など、活動内容は多岐にわたります。現在、新型コロ
ナウイルス感染症対策のため一部活動に制限が出ていますが、感染対策をとっ
たうえで皆さんいきいきと趣味を楽しんでいます。会員を募集しているクラ
ブもありますので、ぜひ一度くすのき荘にお問い合わせのうえ、見学にいら
してみてはいかがでしょうか。
　また、３階の機能回復訓練室には、マッサージチェアのほかに、電位治療
器が設置されています。これは、身体に軽い電気を流すことで、頭痛や肩こ
りに効くとされているものです。現在、新型コロナウイルス感染症対策のた
め台数を制限しておりますが、ぜひご利用ください。　

くすのき荘は趣味と学習がテーマの施設です。4館で
最も多い70団体近くのクラブが活動し、趣味を通じ
た交流が生まれています。開放感のある大きな施設で
ゆったりとお過ごしいただけます。

くすのき荘ではこんなことを行っています。
　ひのき荘には４館で唯一情報
通信室があり、常設のノートパ
ソコンは誰でも利用できるよう
になっています。パソコン関係
の図書も数多く揃えていますの
で、初心者のあなたも一度体験
してみてください。
　また、筋力運動と有酸素運動
を交互に行うラウンドフィット
ネスが大変好評をいただいてい
ます。誰もが簡単にできるプロ
グラムですので、健康寿命を延
ばす新たなツールとしてぜひ取
り組んでみませんか？

ひのき荘はいきがいと交流がテーマの施設です。屋外
にある交流広場は一面芝生が広がり、健康遊具やベ
ンチも設置させていることから、子どもからお年寄り
まで利用できる地域の交流スペースとなっています。

ひのき荘ではこんなことを行っています。

ゆりのき荘はふれあいと健康づくり
がテーマの施設です。温水プールと
トレーニングルームが併設されてい
ますので、健康づくりに励んでみま
せんか？

　今回は機能回復訓練室についてご紹介します。
　機能回復訓練室には、歩行訓練のための機器、肩や腕の動きを良くするた
めの機器等を設置しています。毎月第２木曜日に理学療法士等が機器の使い
方のアドバイスや腰や膝が痛い方の相談を受ける「リハビリなんでも相談」
を行っています。身体の
健康のためにお気軽にご
利用ください。

ゆりのき荘ではこんなことを行っています。

老人福祉センターは、60歳以上の方を
対象に健康増進や教養の向上のための
各種講座やレクリエーション活動を

提供する施設で、当協議会が指定管理者
として越谷市から指定を受けて
運営しています。越谷市内には

４か所のセンターが設置
されており、健康で明るく

暮らせるようサポート
しています。

第3次越谷市地域福祉活動計画を策定しました
 本計画は、令和3年度を始期とする5か年計画となっており、地域福祉推進の両輪である越谷市の「第3次越谷市地域福祉計画」と一体的に策定し、基本理念
を「みんなが参画し ともに築く 福祉のまちをめざして」と定めて、地域共生社会の実現に向けた6項目の重点事業を掲げております。
　本計画を基に、地域福祉推進の中核的組織として、誰もが住み慣れた地域において、健康で安心して自立した日常生活が送れるよう、包括的な相談支援体
制の構築に取り組んでまいりますので、引き続き、皆様のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

基本目標 1

重点事業重点事業 重点事業重点事業 重点事業重点事業

基本目標 2 基本目標 3
市民の主体的な参画と協働による
地域課題の発見・解決を推進します

適切な支援を受けられるための
包括的な支援体制を強化します

一人ひとりがいつまでも自分らしく
安全・安心に暮らせる地域をつくります

1  地域課題について協議する場の整備
地域住民が主体的に地域課題を把握して、
解決を試みる体制づくりを支援していき
ます。

2  地域づくりに向けた人材の確保、育成
地域住民等に対する研修や講座を実施し、
地域づくりに関わる人材の確保、育成に
つなげます。

1  関係機関によるチーム支援の実施
多様な生活課題を解決するために、行政等の
関係機関との連携を強化し、分野横断の支援
を行います。

2  地域住民や関係団体との連携の強化および
活動の支援
地域のボランティアや関係者との連携の強化
を図り、活動の支援を行います。

1  身近な地域における「総合相談窓口」の設置
老人福祉センター４館を拠点とした相談支援体制を整
備するとともに、アウトリーチを基本とした、市民に身近
な相談体制の構築を図ります。

2  地域住民の相談を包括的に受け止める体制の構築
地域福祉コーディネーターを配置し、制度の狭間にあ
る課題や複合的な課題など、既存の制度では対応が難
しいケースへの組織的な対応に取り組みます。

計画の基本理念計画の基本理念

みんなが参画し ともに築く 福祉のまちをめざしてみんなが参画し ともに築く 福祉のまちをめざして

老人福祉センター（市民プール、トレーニングルーム含む）はワクチン
接種会場として利用しなくなったため、通常どおり開館する予定です。

クラブ活動（エアロビクス）の様子

機能回復訓練室

春のけやき荘の様子

機能回復訓練室

機能回復訓練室

クラブ活動（ダンス）の様子

情報通信室

ラウンドフィットネスの様子
令和元年6月撮影

〒343-0836 蒲生寿町17-12 ☎（986）5115
休所日▷火曜日 開所時間 9時～17時

〒343-0032 袋山1435-16 ☎（975）4000
休所日▷日曜日 開所時間 9時～17時

　「ふらっと」がもうは、蒲生駅前商店街内の空き店舗を活用し、商店街の活性化と
高齢者の居場所づくりの場として運営しています。また、地域の困りごとを支える仕
組みづくりとして行う「地域支え合いサービス」事業におきましては、一部の活動に
限り再開しています。ほっと一息楽しんでいただける場所として、皆さんのお越しを
お待ちしています。

　「ふらっと」おおぶくろは、大袋商店街内の空き店舗を活用し､商店街の活性化と
高齢者の居場所づくりの場として、運営しています。
　地域の方が「ふらっと」訪れ、ほっと一息楽しんでいただける場所として、皆さん
のお越しをお待ちしています。

「ふらっと」がもう、「ふらっと」おおぶくろでは、マスク着用や座席数を半減するなど、一定の制限を設けて運営しています。ご理解、ご協力をお願いします。
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新型コロナウイルス感染症の影響により、社協だより掲載のイベント等については、中止、延期、変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 新型コロナウイルス感染症の影響により、社協だより掲載のイベント等については、中止、延期、変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。



の
養
成
及
び
育
成

・
13
地
区
の
「
社
協
支
部
へ
の
支
援
」

な
ど

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
の
た

め
に
～

・
支
え
合
い
の
心
を
育
む
「
ジ
ュ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」
の

実
施

・
社
会
福
祉
や
福
祉
の
心
を
育
む「
青

少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」

の
実
施

・
防
災
活
動
や
災
害
時
の
支
援
を
行

う
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
の
運
営

・
大
規
模
災
害
等
に
迅
速
な
対
応
が

越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
略

称
、
越
谷
市
社
協
）
は
、「
み
ん
な

が
参
画
し　

と
も
に
築
く　

福
祉
の

ま
ち
を
目
指
し
て
」を
基
本
理
念
に
、

地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
る
社

会
福
祉
法
人
で
す
。

越
谷
市
社
協
の
会
員
と
は
、「
越

谷
市
社
協
が
進
め
る
地
域
福
祉
の
推

進
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方
」
を
い

い
、
そ
の
会
費
が
地
域
福
祉
活
動
を

実
施
す
る
う
え
で
重
要
な
財
源
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
活
動
の

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

会
員
募
集
強
化
期
間

会
員
は
通
年
募
集
を
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
7
月
1
日
か
ら
末
日
ま

で
自
治
会
を
通
し
て
皆
様
に
加
入
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

会
費
の
使
い
み
ち

～
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
～

・
地
域
住
民
が
集
え
る
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
の
推
進

・
小
中
学
校
等
に
お
け
る
「
福
祉
体

験
学
習
事
業
」
の
実
施
や
支
援

・
地
域
を
見
守
る
「
福
祉
推
進
員
」

で
き
る
よ
う
「
越
谷
市
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
」
の
実
施　

な
ど

～
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
～

・
各
種
相
談
事
業

・
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

に
対
す
る
「
会
食
サ
ー
ビ
ス
」
の

実
施

・
車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
乗
降
可
能

な
「
福
祉
車
両
」
や
「
車
い
す
」

の
貸
出

・
一
時
的
な
生
活
困
窮
世
帯
に
対
す

る
「
福
祉
資
金
」
の
貸
付

～
福
祉
の
情
報
発
信
や
啓
発
～

・
社
協
だ
よ
り
の
発
行

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

・
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ハ
ー

ト
ん
」
の
活
用

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
「
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
」

～
コ
ロ
ナ
禍
の

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
～

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は
、
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
や
子
育

て
中
の
親
子
な
ど
を
対
象
に
、
参
加

者
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場
、

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
当
協
議
会
に
登
録
し
て

い
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
１
１
４
か

所
あ
り
、
地
域
の
〝
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
〟
で
あ
る
「
福
祉
推
進
員
」
の

皆
様
が
多
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

＊
現
在
、
活
動
を
休
止
し
て
い
る
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
地
域
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

地
域
福
祉
課

☎（
9
6
6
）3
4
1
1

問合せ

検
温
、
マ
ス
ク
、
消
毒
、
換
気
。

距
離
は
と
っ
て
も
心
は
密
に
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
見
守
り
活
動
や
通

い
の
場
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
は
活

動
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
高
齢
者

や
子
育
て
中
の
親
子
等
の
社
会
的
孤

立
が
深
刻
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
差
別
に

よ
る
社
会
問
題
も
起
こ
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

一
方
で
、
今
回
の
経
験
は
、
誰

か
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
支
え

た
り
支
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と

の
大
切
さ
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
活
動
へ
の
思
い
を
再
確
認
す
る

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
る

と
活
動
を
再
開
さ
れ
る
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
が
多
く
、
参
加
者
か
ら
は
、「
み

ん
な
に
会
え
て
う
れ
し
い
」「
久
し

ぶ
り
に
笑
っ
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

〟
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他

人
〝
コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
の
関
係
づ
く
り
を
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

＊
福
祉
推
進
員
養
成
研
修
の
お
申
し

込
み
に
つ
い
て
は
、
７
面
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
や

「
赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
」
に

遊
び
に
き
て
ね
！

子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
親
子
で

遊
び
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
の
交
流

や
情
報
交
換
が
で
き
る
「
子
育
て
ひ

ろ
ば
」
や
「
赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
」
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
お
近
く
の
子
育

て
サ
ロ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

児
童
館
で
も
子
育
て
ひ
ろ
ば
を
開
催

日
毎
週
水
・
木
・
金
曜
日

時
午
前
9
時
〜
午
後
2
時

場
児
童
館
コ
ス
モ
ス
（
千
間
台
東
2 

- 

9
）

日
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

時
午
前
9
時
〜
午
後
2
時

場
児
童
館
ヒ
マ
ワ
リ
（
蒲
生
旭
町
11 

-  

35
）

＊
い
ず
れ
の
会
場
で
も
授
乳
ス
ペ
ー

ス
・
お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

＊
事
業
の
開
催
時
間
な
ど
詳
細
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『ヴァリエ子育てサロン』
開催日 : 毎週火曜日～日曜日 

 午前9時30分～午後5時
会　場 : 新越谷駅ビルヴァリエ1階 

（南越谷1-11-4）

『出張ひろば（水辺のまちづくり館）』
開催日 : 毎週木曜日午前10時～午後3時
会　場 : 越谷レイクタウン水辺のまち 

 づくり館（レイクタウン4-1-4）

「ふれあいサロン」の様子

越谷市社協の『愛の詩基金』 
の利息を財源として、利用料 
の半額助成を行っています。
対次の①～③のいずれかに当てはまる世帯

①生活保護世帯
②世帯全員の市・県民税が非課税の世帯
③児童扶養手当またはひとり親家庭等の 

医療費の対象世帯

利用料助成事業
をご存知ですか

私たちにできることを！
改めて感染予防対策を見直して
みましょう。

活動時にできる
新型コロナウイルス
感染症感染防止取組策

詳しくはお問い合わせください。

1
2

3
4

感染源（人が多いところ、
換気が不十分等）から
離れましょう。

手洗い、うがい、手指の消毒、
正しいマスクの着用を
徹底しましょう。

体調管理を
しましょう。

活動前には、検温、体調の確認（発熱、
咳等の風邪症状の有無、同居の家族に
も症状がないか等）をしましょう。

会場入り口でアルコール消毒

手作りビニールカーテンで
感染症対策

隣との距離をとりながら、体操

ファミリー・
サポート・センター
〒343-0813 越ケ谷4-1-1
（越谷市社会福祉協議会内）

☎    （960）2311
休館日 日曜日、祝日

会員の種類と会費の金額（1口）

＊ 6 月 26 日（土）は館内設備点検の
ため、臨時休館となります。

p6（令和3年）2021.5 vol.235

こしがやファミリー・サポート・センター登録者　利用会員1,912人、提供会員290人、両方会員20人、合計2,222人（令和3年3月末現在）



日 6月9日（水）
時 午前10時～午後3時45分（昼食休憩60分）
＊研修修了後に委嘱状を交付します 
（午後4時15分まで）

場 越谷市中央市民会館5階第4 ～ 6会議室
対 市内在住の方
定 30人
内 地域福祉活動に関する講義
　　　講師　埼玉県立大学 准教授
　　　保科 寧子　さん
持 筆記用具、昼食
申 6月2日（水）までに直接、または電話で地域

福祉課へお申し込みください。
＊来場の際は公共交通機関をご利用ください。

あなたの力を地域福祉に
活かしてみませんか？

埼玉県共同募金会では、民間社会福祉活動に対
する資金支援を行っています。資金支援を希望す
る団体は、要望書を作成の上、埼玉県共同募金会
事務局へ提出してください。

【資料入手方法】
埼玉県共同募金会ホームページ 

から、印刷ができます。

赤い羽根共同募金助成金の
要望を受け付けております募集

地域や家庭でその人らしい生活が安心して送れるよう、
家事援助サービスを提供する、有償の支え合い活動です。

高齢者や障がい者、病気やけが、産前産後の時期などに家
事援助サービスを提供する「ほほえみスタッフ」を募集しま
す。

登録には、縦3.5㎝×横2.5㎝程度の顔写真1枚（スナップ
写真も可）を持参いただきます。詳しくはお問い合わせく
ださい。
＊地域によって登録状況に差があるため、登録後すぐに活

動におつなぎできない場合もございます。
対市内在住の方
＊経験、資格は問いません。
内居室等の掃除や整理整頓、洗濯、買い物、調理等の日

常生活における家事等
活動日：月～金曜日の午前9時～午後5時
  （活動日のうち、多くて週に1 ～ 2回、
  1 ～ 2時間程度。年末年始、祝日を除く）
報　酬：1時間800円
＊1時間を超えた場合は30分ごとに 

400円 

住民参加型在宅支援家事サービス事業

「ほほえみサービス」
ほほえみスタッフを募集

募集

職員（介護サービス部門）を募集します！ 介護保険事業課　☎（973）7343問合せ

No. 職　種 受験資格 職務の概要 勤務場所 勤務時間 賃　金 採用
日

1
非常勤
ヘルパー

（夜間）

70歳未満の方で、介護職員初任者研修課程
（旧訪問介護員養成研修2級課程）以上を修了
し、普通自動車運転免許証を有する方

高齢者や障がい者の
訪問介護

介護保険事業課
（大沢2-7-12）

20：00 ～ 24：00
週2日程度から

（二人体制にて勤務）
シフト制

日給6,000円（4時間）
各種手当あり

随
時

2 直行
ヘルパー

70歳未満の方で、介護職員初任者研修課程
（旧訪問介護員養成研修2級課程）以上を修了し
ている方

高齢者や障がい者の
お宅での身体介護や
家事援助、外出介助

都合の良い時間で週2日程度から 時給1,200円～ 1,460円
移動手当、遠距離手当、資格
手当（介護福祉士）、その他
各種手当あり70歳未満の方で、同行援護従事者養成研修

（一般課程）を修了している方

視覚障がい者の外出時
に同行し、移動の援護、
外出介助

週1日程度から

3 介護職員
65歳未満の方で、介護職員初任者研修課程

（旧訪問介護員養成研修2級課程）以上を修了
し、普通自動車運転免許証を有する方

デイサービスにおける
利用者の介護、調理等 デイサービス

喜左衛門
（相模町）

8:00 ～ 17:30 ／ 8:00 ～ 13:00
（半日勤務可）
週2 ～ 3日程度（日曜日を除く）
シフト制

時給1,020円
処遇改善加算分一時金、
年2回支給あり

4 送迎職員 65歳未満の方で、普通自動車運転免許証を
有する方

デイサービスにおける
利用者の送迎等

8:00 ～ 10:00および15:30 ～ 17:30
週3日程度（日曜日を除く）
シフト制

時給960円

応募方法 随時募集、次の①と②を介護保険事業課（大沢2-7-12）へ持参のこと。①任意の履歴書（自筆で記入のこと）②該当する資格証書の写し
試　　験 書類選考合格者のみ面接試験（試験日は後日連絡）

あなたのご相談に
無料でお答えします。
問合せ 生活支援課 ☎（966）2251

社会福祉法人埼玉県共同募金会
☎048（822）4045問合せ

http://www.fukushi-saitama.or.jp/saitama00/
AKAIHANE/2015jyosei.htmlURL

車いす 社会福祉協議会（中央市民会館内）と
老人福祉センター 4 館で車いすの貸し出しを行っ
ています。
事業内容　市内在住（本人または介助者）で一時
的に車いすを必要とする方に無料で貸し出します。
貸出窓口
　生活支援課 越ヶ谷4-1-1
 中央市民会館2階 ---------℡（966）2251
　けやき荘 新川町2-55 ----------------℡（965）5822
　くすのき荘 大杉655 --------------------℡（979）6600
　ゆりのき荘 増林3-2-2 ------------------℡（992）6601
　ひのき荘 川柳町2-507-1 -----------℡（973）7903
貸出期間 短期▷︎ 2 週間以内（いったん返却後、
 再度貸出し可能）
 長期▷︎最長 6 か月以内（原則 1 回限り）
利用方法 貸出し窓口に直接お越しください。

車いすの貸出し貸出し

福祉車両 車いすに乗ったまま乗降可能な福祉車
両（軽自動車1台）を貸し出します。
対市内在住の歩行困難で車いすを利用されている

方
費無料（ガソリン代等の実費は利用者負担）
申電話、または窓口で予約受け付け後、申請書を提

出（予約受け付けは利用希望日の1か月前から）
＊申請時に運転手の免許証と申請者のはんこを持

参ください。
＊予約が取りにくく

なっております
（新型コロナウイ
ルス感染症感染
防止のため、返却
後に日数を置い
ています。）。

福祉車両の貸出し貸出し
生活支援課
☎（966）2251

問
合
せ

生活支援課
☎（966）2251

問
合
せ

生活支援課
☎（966）2251

問
合
せ

地域福祉課
☎（966）3411

問
合
せ

■資金の貸付相談（予約制）　低所得世帯、障がい者世帯等の自立・援助を目的とし、
貸し付けの相談を受けます。
日月～金曜日（祝日を除く）　時午前9時～午後4時　場中央市民会館2階 生活支援課　
予約方法 月～金曜日の午前8時30分～午後5時15分の間に電話にて予約を受け付
 けます。

■総合福祉相談（原則電話相談のみ）

福祉情報の提供や心配ごとの
相談を受けます。
日月～金曜日（祝日を除く）
時午前9時～午後4時

  福祉推進員 とは…
当協議会が実施する研修を修了し、委嘱を受け活動を
行う方を「福祉推進員」といいます。
お住まいの地域で「ふれあいサロン」の運営や地域の
見守りなど、様々な活動を行います。

当協議会の4月1日付人事異動の内容は次のとおりです（管理職以上、カッコ内は旧職名）。
【異動】

副参事（兼）地域福祉課長 桑原宏之　（副参事（兼）企画管理課長）
企画管理課長 中島寛人　（生活支援課長（兼）地域包括支援センター所長）
生活支援課長（兼）地域包括支援センター所長 齋藤知之　（介護保険事業課長）
介護保険事業課長 田中裕人　（地域福祉課長）
老人福祉センターひのき荘所長 野呂一穂　（老人福祉センターゆりのき荘副所長（兼）市民プール副所長）

【3月31日付退職者】
永野雄一　（老人福祉センターひのき荘所長）
島村敏仁　（障害者福祉センターこばと館専門員）

人事異動のお知らせ

福祉推進員
養成研修の

ご案内
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新型コロナウイルス感染症の影響により、社協だより掲載のイベント等については、中止、延期、変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。



物品寄付報告

＊新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により土曜日のボランティア相談窓口を臨
時休業させていただく場合がございます。詳しくはボランティアセンターまでお問い合
わせください。 ボランティアセンター：☎（966）3211

◯QRコードを読み取り、「vc@koshigaya-syakyo.com」に空メールを送信してください。
◯二次元コードが読み取れない場合は、上記アドレスに空メールを送信してください。
◯送信する際は件名に「配信希望」と入力し、本文には何も入力しないでください。
◯受信する端末に迷惑メール対策の設定がされていると、受信できない場合がありますのでご注意
　ください。

月～土曜日 午前10時～午後4時

（966）3412

内容 寄付者 受け入れ先

タオル 髙橋 千代 デイサービスそら

毛布・羽毛掛け布団 山田 豊吉 デイサービス
なでしこ

ポータブルトイレ 匿名 輝の杜
こしがや

杖
匿名

NPO 法人視覚障がい者支援
協会ひかりの森

紙おむつ・紙パンツ 桃の里

ボランティアセンターは寄付のご連絡をいただいた
際、物品を必要とされている施設等に情報提供や連
絡をさせていただきます。

ボランティア活動に関心のある方や、関心はあるがまだ活動していない方を対象に、
令和３年度は実会場での開催だけでなく、オンライン上でも開催します。
ボランティアの基礎を学び、あなたに合ったボランティアを一緒に見つけましょう！

市内に在住・在学・在勤の方で、次の（1）または（2）に該当する方
（1）これからボランティア活動を始めようと考えている方
（2）ボランティア活動を既に行っているが、もう一度学び直したい方
各日程	 実会場参加	 ５人（申込順）	
　	 オンライン参加	 10 人（申込順）	
（オンラインでの参加については、Wi-Fi 環境があり、インターネッ
トの利用やメールの送受信ができるパソコン（カメラ・マイク付き）・
タブレット・スマートフォンをお持ちの方が対象です。）
無料

各日程　５月６日（木）から受付開始
指定の申込書に必要事項を記入のうえ、
下記方法でお申し込みください。
・ボランティアセンター窓口に直接提出
・FAXでの申込み（ 966-7195）
・Eメールでの申込み	
　(vc@koshigaya-syakyo.com)	

＊指定の申込書は、当協議会ホームペー
ジからダウンロードできます。

日程 内容 時間

①  5月15日(土)　②  6月19日(土)
③  7月10日(土)　④  7月17日(土)
⑤  9月18日(土)　⑥10月16日(土)
⑦11月13日(土)　⑧11月20日(土)
⑨  1月15日(土)　⑩  2月19日(土)

ボランティア活動とは何か？
ボランティア活動での注意点は？

1 部→午後 1 時～ 2 時
( 実会場にて開催 )

2 部→午後３時～４時
( オンライン上で開催 )

　コロナ禍で直接会うことが難しくても、パソコン・スマートフォン・
タブレットを使ってオンライン上で顔を見ながら人とお話をすること
ができます。

　ボランティアセンターでは、コロナ禍の中でも
ボランティア活動が広がるよう、オンラインコミュ
ニケーションツールを使ったサポートを行います。
　これまでのボランティア活動をオンライン上で
行ってみたい方や、興味があるという方はぜひボ
ランティアセンターまでお問い合わせください。

今だから
つながろう
つたえよう

オンラインでボランティア

オンライン
コミュニケーション

って？

パソコン
（カメラ・マイク付き）、
スマホ、タブレット

インターネット環境
（Wi-Fi 推奨）

Web会議ツール

など

離れた人たちと
つながることができる！

Teams
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新型コロナウイルス感染症の影響により、社協だより掲載のイベント等については、中止、延期、変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

＊（令和3年3月31日現在）順不同・敬称略


